
五
月
二
日
（
火
）
吉
元
敦
憲
先
生
を
お
招
き
し

て
の
開
校
記
念
講
演
会
を
催
し
ま
し
た

「
一
卒
業

。

生
の
人
生
」
と
題
し
て
の
講
演
で
は
、
ご
自
分
の
半

生
を
振
り
返
り
つ
つ
、
経
験
や
思
い
出
に
つ
い
て
お

話
に
な
り
、
生
徒
の
心
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

先
生
は
現
在
大
阪
で
、
登
記
測
量
事
務
所
を
経
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
六
年
三
月
本
校
を
ご
卒

業
後
、
父
の
病
気
に
よ
る
経
済
面
の
厳
し
さ
か
ら
、

大
学
の
第
二
部
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も

学
び
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
か
ら
昼
間
は
働
い

て
、
生
計
を
立
て
な
が
ら
学
資
を
稼
ぎ
、
夜
は
大
学

で
勉
強
す
る
と
い
う
生
活
を
送
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業

後
は
企
業
に
入
社
し
、
ご
自
分
の
会
社
を
設
立
さ
れ

る
ま
で
転
職
も
経
験
な
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
人
に
頼
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
人
に

使
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
力
で
生
き
抜
く
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
」
に

つ
い
て
悩
ま
れ
、
自
分
で
会
社
を
興
し
た
い
と
強
く

。

、

思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

資
格
の
必
要
性
を
悟
り

懸
命
な
努
力
で
様
々
な
資
格
試
験
に
挑
戦
し
、
そ
れ

ら
を
取
得
し
た
こ
と
。
独
立
後
も
向
上
心
に
変
わ
り

は
な
く
、
周
囲
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
仕
事
量
を
増

や
し
、
経
営
が
良
い
と
き
も
悪
い
と
き
も
常
に
自
分

を
戒
め
る
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
こ

と
を
淡
々
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
昨
今
の
格

差
社
会
に
お
い
て
就
職
等
、
選
択
を
迫
ら
れ
る
際
、

将
来
を
見
据
え
て
自
分
の
生
き
方
を
選
択
し
て
欲
し

い
、
と
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
自
分

の
可
能
性
を
早
く
見
つ
け
て
、
そ
れ
を
突
き
詰
め
る

形
で
の
人
生
設
計
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。

五
月
十
七
日
（
水
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
足
も
と
の

悪
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
が

。

、

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た

予
算
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則
改
正

役
員
選
出
、
本
年
度
か
ら
二
年
間
か
け
て
行
わ
れ
る

耐
震
工
事
の
説
明
と
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
二
年
生
は
学
年
Ｐ

、

）

。

Ｔ
Ａ
も
あ
り

修
学
旅
行
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た

新
役
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

会

長

三

嶋
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精
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教
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五
月
十
八
日
（
木
）
中
間
考
査
終
了
後
、
恒
例
の

三
年
生
に
よ
る
地
域
及
び
校
内
の
清
掃
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
午
前
中
、
雨
が
降
り
ま
し

、

、

、

た
が

午
後
に
は
晴
れ

三
年
生
全
員
が
集
合
し

全
体
指
導
後
、
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
本
校
ま
で
の

地
域
を
五
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
清
掃
・
ゴ
ミ
拾
い

を
約
一
時
間
か
け
て
意
欲
的
に
行
い
ま
し
た
。
沿

道
の
方
々
か
ら
は
、
ね
ぎ
ら
い
や
は
げ
ま
し
の
言

葉

を

い

た

だ

き
，
地
域
社
会

の
美
化
に
努
め

る
心
を
育
て
る

と
い
う
精
神
を

培
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

五
月
二
十
五
日
（
木
）
鹿
屋
高
校
第
百
三
十
三

回
生
徒
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
の
生
徒
会
活
動
報
告
・
決
算
報
告
・
新

年
予
算
案
審
議
に
続
き
、
学
校
に
対
す
る
要
望
事

項
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

「
地
味
な
色
の
靴
下

、

の
許
可
」
と
「
学
生
カ
バ
ン
の
使
用
の
自
由
化
」

の
二
つ
の
要
望
事
項
を
学
校
側
に
提
出
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
わ
れ
た
協
議
の
中
で
は
、
週
番
の

目
標
を
実
行
に
移
す
に
は
？
」
と
「
自
主
規
制
の

明
確
化
」
の
二
つ
の
議
題
が
採
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
議
題
に
つ
い
て
も
多
く
の
生
徒
が

積
極
的
に
発
言
し
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
よ

り
よ
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
熱
意
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、

入
学
間
も
な
い
一
年
生
の
中
に
も
意
見
を
発
表
す

る
生
徒
が
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
徒
会
の
意
義
は
「
生
徒
全
員
が
主
体
的
に
参

加
す
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
総
会
に
お

い
て
，
多
く
の
生
徒
が
学
校
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
，
と
て
も
大
き
な
収
穫

で
し
た
。
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３
年
奉
仕
作
業

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

新ＰＴＡ役員の紹介

生
徒
総
会



平
成
十
七
年
度
大
会
成
績
一
覧

県
大
会
３
位
以
上
・
九
州
大
会
・
全
国
大
会
）

(

―
県
高
校
新
人
体
育
大
会
男
子
個
人
組
手
３

空
手
道

位

九
州
高
校
総
体
出
場
男
子
個
人

―
全
九
州
高
校
柔
道
競
技
大
会
女
子
個
人
６
３

柔
道

（

）

ｋ
ｇ
級
２
位

九
州
国
体
出
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少
年
女
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中
堅

県
高
校
総
合
体
育
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会
女
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個
人
６
３
ｋ
ｇ
級
２

位

県
高
校
新
人
体
育
大
会
男
子
個
人
１
０
０
ｋ

ｇ
超
級
３
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―
県
高
校
新
人
体
育
大
会
男
子
総
合
３
位

水
泳男

子
個
人
背
泳
ぎ
５
０
ｍ
１
位
・
２
位

同
１
０

０
ｍ
３
位

同
バ
タ
フ
ラ
イ
５
０
ｍ
３
位

末
弘

杯
全
九
州
高
校
選
手
権
大
会
出
場
男
子
５
名
女
子

１
名

九
州
高
校
総
体
出
場
女
子
個
１
名

男
子

１
名―

県
高
校
新
人
体
育
大
会
男
子
３
段
跳
び
１
位

陸
上全

九
州
陸
上
競
技
大
会
男
子
３
段
跳
び
３
位

九

州
新
人
大
会
男
子
団
体
出
場
男
子
個
人
３
位

―
県
高
校
新
人
体
育
大
会
男
子
団
体

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

優
勝

男
子
個
人
１
位
・
３
位

県
高
校
春
季
大

会
男
子
団
体
優
勝
・
男
子
個
人
優
勝

県
高
校
総

合
体
育
大
会
男
子
個
人
優
勝

九
州
高
校
総
体
出

場
男
子
個
人

全
国
高
校
総
体
出
場
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子
個
人

国
民
体
育
大
会
出
場
男
子
２
名

県
知
事
杯
男
子

個
人
優
勝

―
県
高
校
新
人
体
育
大
会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ボ
ー
ト

カ
ル
２
位
・
３
位

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
１
位

全
国

マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
女
子
個
人
１
位
・
３
位

県
高
校
総
合
体
育
大
会
男
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
２
位

男
子
ダ
ブ
ル
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３
位
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ク
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プ
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２
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ブ
ル
ス
カ
ル
１
位

女
子
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
１
位

九
州
高
校
総
体
出
場
男
子
ク
ォ

ド
ル
プ
ル

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

女
子
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
全
国
高
校
総
体
出
場

女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

九
州
大
会
出
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（
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ラ
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ビ
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―
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高
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総
合
体
育
大
会
男
子
団
体
３
位

剣
道県

高
校
総
合
体
育
大
会
男
子
個
人
最
優
秀
選
手

―

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大

放
送

N
H
K

会
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
優
良
賞

―

第
七
回
瀬
戸
口
藤
吉
翁
記
念
行
進
曲
コ

吹
奏
楽

ン
ク
ー
ル
銀
賞

―
第
十
一
回
九
州
高
文
連
美
術･

工
芸

書
道

写

美
術

,
,

真
展
福
岡
大
会
優
秀
賞

第
五
十
六
回
県
高
校
美

展
奨
励
賞

―
県
高
校
揮
毫
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
創
作
部
門

書
道高

書
研
賞
・
優
秀
賞

第
十
四
回
国
際
高
校
生
選

抜
書
展
団
体
全
国
優
勝

個
人
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
１
名

優
秀
賞
１
名

秀
作
賞
１
名

入
選

１
２
名

（
個
人
・
団
体
三

平
成
十
八
年
度
地
区
大
会
等
成
績

位
ま
で
掲
載
）

―
地
区
女
子
個
人
組
手
優
勝

空
手
道―

地
区
男
子
個
人
６
０
ｋ
ｇ
優
勝

同
６
６
ｋ

柔
道

ｇ
優

勝

同
１
０
０
ｋ
ｇ
超
優
勝

―
県
春
季
個
人
５
０
ｍ
平
泳
ぎ
２
位

同
男
子

水
泳

２
０
０

地
区
団
体
男
子
優
勝

同
女
子
２
位

ｍ
平
泳
ぎ
２
位

同
５
０
ｍ
背
泳
３
位

―
地
区
男
女
総
合
優
勝

個
人
女
子
３
０
０
０

陸
上ｍ

優
勝

同
１
５
０
０
ｍ
優
勝

同
４
０
０
ｍ
優

勝

同
２
０
０
ｍ
優
勝

同
走
り
幅
跳
び
優
勝

同
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
優
勝

個
人
男
子
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
優
勝

同
走
り
幅
跳
び
優
勝

同
三

段
跳
び
優
勝

女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

男

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

―
地
区
個
人
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

平
成

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

１
７
年
度
県
ラ
ン
キ
ン
グ
優
勝

第
１
３
回
鹿
児

島
市
長
杯
準
優
勝

県
高
校
春
季
大
会
団
体
優
勝

―
第
４
０
回
南
日
本
レ
ガ
ッ
タ
総
合
優
勝

ボ
ー
ト

少
年
男
子
舵
手
付
き
ク
オ
ド
ル
ブ
ル
３
位

少
年

女
子
同
３
位

少
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
１
位

少
年
女
子
同
１
位

少
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

３
位

地
区
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
優
勝

―
地
区
男
子
団
体
優
勝

同
個
人
優
勝

剣
道

―
地
区
優
勝

鹿
屋
市
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

サ
ッ
カ
ー

ル
優
勝

―
地
区
男
子
団
体
１
位

同
女
子
１

硬
式
テ
ニ
ス

位

―
地
区
男
子
優
勝

同
女
子
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト

平成1８年６月１日発行 三星の風 第２号

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

「 」写真からみた鹿屋高校 今・昔

６月の主な行事

一
日
（
木
）
～
二
日
（
金

）
）

実
力
考
査

十
日
（
土
）
～
十
一
日
（
月
）

進
研
模
試
（
三
年
）

（

）

（

）

十
二
日

月

～
十
六
日

金

教
育
相
談

十
五
日
（
木
）
中
高
連
絡
会

十
六
日
（
金
）
進
路
講
演
会
・

三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

三
十
日
（
金
）
～
期
末
考
査

正門の変遷第１回

1948年(昭和28)頃 の写真

旧制中学校時代の校門を

そのまま利用

1988年(昭和63)頃の写真

昭和38年、創立40周年事

業の一環として建設。

現在の正門

年(平成 )３月完成。2001 13

大隅湖を疾走するボート

(男子シングルスカル)


